
臨床研究「集中治療室入室患者における口渇感とせん妄の関連：後方視的観察研究」について 

 

 筑波大学附属病院救急・集中治療科では、標題の臨床研究を実施しております。 

 本研究の概要は以下のとおりです。 

 

① 研究の目的 

集中治療を受ける患者さんは、様々な苦痛な症状を経験します。その症状として、不安、痛み、

のどの渇き、息苦しさ、眠れないといった症状があります。これらの症状の中で、のどの渇きが

最も強いことも報告されています。  

また、集中治療を受ける患者さんは、しばしば「せん妄」を起こします。せん妄とは、重症な

病気や薬 

剤の影響などで、一過性に、急に混乱した意識状態になることをいいます。せん妄を起こすと、

必要な医療機器を誤って外してしまったり、転んでしまったりなどの安全管理上の問題が起こり

うることがあります。また、せん妄は、患者さんにとって苦痛であるとともに、長期的にみても

認知機能が低下することがあります。このせん妄に関して、たくさんの研究が行われてきており、

苦痛な症状の一つである痛みとせん妄の関連についてはたくさん研究がなされています。また、

近年、のどの渇きとせん妄の関連についても報告され、持続的な強いのどの渇きはせん妄と関連

することが明らかにされました。しかし、のどの渇きが原因でせん妄を引き起こしているかにつ

いては明らかにされていません。 

そこで我々は、ICUにおいて患者さんののどの渇きがせん妄の原因となっているかを明らかに

することを目的としています。これらを明らかにすることで、のどの渇きを軽減することで、せ

ん妄を予防できる可能性があり、今後の集中治療を受ける患者の苦痛な症状の緩和ケアに貢献で

きる可能性があります。 

 

②  研究対象者 

2020 年 4月 1日から 2026年 3月 31日までに当院 ICU に入室した患者さん 

 

③  研究期間：研究機関の長の承認後〜2027年 3月 31日まで 

 

④ 情報利用開始日：2023年 2月 21日 

 

④ 研究の方法 

集中治療室に入室された成人患者さんのカルテから、年齢、疾患などの基礎的情報からのど

の渇きやせん妄に関連するデータを収集させていただきます。患者さまに追加でご協力いただ

くことはありません。 

 



⑤  試料・情報の項目 

 年齢、性別、身長、体重、疾患、併存疾患、重症度スコア、使用薬剤、検査データ、循環動

態、呼吸状態、水分出納バランス、意識状態、鎮静深度、せん妄の有無、のどの渇きの自覚症

状の有無、経口水分摂取の制限、人工呼吸期間、ICU 入室期間、死亡率 

 

⑥ 利益相反（企業等との利害関係）について 

当院では、研究責任者のグループが公正性を保つことを目的に、情報公開文書において企業等 

との利害関係の開示を行っています。外部との経済的な利益関係等によって、研究で必要とされ

る公正かつ適正な判断が損なわれる、または損なわれるのではないかと第三者から懸念が表明さ

れかねない事態を「利益相反」と言います。 

本研究は、研究責任者のグループにより公正に行われます。本研究の利害関係については、現

在のところありません。今後生じた場合には、所属機関において利益相反の管理を受けたうえで

研究を継続し、本研究の企業等との利害関係について公正性を保ちます。 

この研究の結果により特許権等が生じた場合は、その帰属先は研究機関及び研究者等になります。

あなたには帰属しません。 

 

⑦  試料・情報の管理について責任を有する者 

   医学医療系 救急・集中治療医学 井上貴昭 

 

⑧  本研究への参加を希望されない場合 

患者さんやご家族（ご遺族）が本研究への参加を希望されず、試料・情報の利用又は提供の

停止を希望される場合は、下記の問い合わせ先へご連絡ください。すでに研究結果が公表され

ている場合など、ご希望に添えない場合もございます。 

 

⑨  問い合わせ連絡先 

筑波大学医学医療系：〒305-8576 茨城県つくば市天王台 1-1-1 

所属・担当者名：救急・集中治療医学研究室 大学院生 岡本菜子 

電話：090-7759-2438 

メール：s2130356@U.tsukuba.ac.jp 

対応可能時間：平日 9～17時 


